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 　会社概要

株式会社トランザス会社名

神奈川県横浜市西区みなとみらい二丁目２番１号 
横浜ランドマークタワー17F

本社

1995年１月26日設立

１月決算期

藤吉　英彦代表者名

ターミナルソリューション事業 
① IoTソリューションサービス 
　 自社開発ハードウェアとシステムの提供 
② ＩＴ業務支援サービス 
　 業務システム及び関連機器の開発・導入・保守

事業内容

44名従業員数

TRANZAS Asia Pacific Pte . Ltd.（シンガポール販売子会社）グループ会社



　　沿革
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 　会社概要

1995年

1999年

2000年

2002年

2008年

2014年

2015年

2016年

2017年

株式会社トランザス設立 
（旧社名：有限会社アイ・ディー・ディー）

インターネット接続サービス開始

海外ODM生産の開始

セットトップボックス（STB）の販売開始

デジタルサイネージの販売開始

ＩＴ業務支援サービスの譲受

タッチパネルの販売開始・dongleeTVサービスの譲受

ウェアラブルデバイスの販売開始

TRANZAS Asia Pacific Pte.Ltd.設立・ 
台湾支店開設



　　事業活動拠点
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 　会社概要

海外展開の拠点としてシンガポールに子会社を、 
世界的な電子機器メーカーが多い台湾に支店を設けております。

台湾 シンガポール
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事業内容２



　　事業の全体像
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　 事業内容

インターネットと人を繋ぐ終端となる端末であるターミナルと 
それらを活用したシステム等をエンタープライズ向けに提供しております。

ターミナルソリューション事業

IoT 
ソリューション 
サービス

自社デザインのターミナル及びシステムを開発し、 
様々な分野へ提供をしております。

IT業務支援 
サービス

ターミナルを活用する企業のシステム構築や保守、 
ターミナルの導入支援を行っております。

映像配信分野

STB・配信システム

販売支援分野 作業支援分野

ウェアラブルデバイス
デジタルサイネージ・ 

タッチパネルディスプレイ・CMS

小売業者

販売管理システム 
在庫管理システム

教育関連事業者 メーカー等

販売管理システム 
会計システム

顧客管理システム 
ECサイト

STB：Set Top Box（セットトップボックス）の略です。　｜　CMS：コンテンツ管理システムのことで、コンテンツ配信等を行うシステムになります。



運 
用 
・ 
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守
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ス 
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ム 
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発

　　IoTソリューションサービス概要 
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　 事業内容

ターミナルの設計・開発から運用保守までの完全垂直統合を実現し、 
VAR（パートナー）が望むターミナルを柔軟に開発し提供しております。

VAR(パートナー)

SIer

商社

システム開発会社

コンテンツ 
プロバイダ

提供

注文

製造委託

設 
計 
・ 
開 
発

国内仕入

サービス

コンテンツ

大手国内メーカー

データセンター

コンテンツ提供会社

台湾・中国製造メーカー ファームウェア開発

ミドルウェア開発

アプリ開発

CMS

コンテンツ

VAR：Value Added Resellerの略です。　｜　SIer：システムインテグレータ－の略称です。



　　VAR（Value Added Reseller：付加価値再販パートナー）戦略
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　 事業内容

当社ターミナルに価値を付加し再販する事業者をVARとし、 
VARと協業することで事業拡大を図っております。

最終顧客(一例)

ホテル・病院

各種ターミナル

VAR(一例)

SIer 商社

コンテンツ 
プロバイダ 販売代理店

動画コンテンツ配信サービスを付加

コンテンツ・メンテナンス 
サービスを付加

システム 
開発会社

産業機器 
メーカー

顧客向けアプリケーションを付加

官公庁等

公共施設運営者

冠婚葬祭施設

生産拠点

物流施設

VARが当社ターミナルに価値を付加し様々なマーケットや顧客に横展開することで、 
当社ターミナルは新たなマーケットに拡販されております。



運 
用 
・ 
保 
守

　　IT業務支援サービス概要 
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　 事業内容

業務システムの構築、 アプリケーション開発及びターミナルの導入支援 
並びにそれらのメンテナンスを提供しております。

顧客

小売業者

教育関連事業者

メーカー

社団法人
提供

注文

仕入 シ 
ス 
テ 
ム 
開 
発

サービス

大手国内メーカー・商社 販売管理システム

通信事業者等

在庫管理システム

顧客管理システム

ECサイト

会計システム

システムメンテナンス

サイト保守

業務用PCやサーバの選定と導入

通信回線の整備

常駐型保守・社員派遣 通販業者



　　主要サービスにおける市場規模 
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　 事業内容

当社の現在の収益基盤であるSTB・VOD関連の市場は、STBの多機能化・用途拡大や 
ホテル数の増加、動画配信サービスの充実により拡大中。

2020年に向けてホテル数の増加やリニューアルにより、リプレイス需要が見込めます。

0

550

1,100

1,650

2,200

2013年 2014年 2015年 2016年見込 2017年予測 2018年予測

国内 海外

STBの市場規模予測

（単位：億円）

出典：株式会社矢野経済研究所「2016.2 Yano E plus」

国内VOD市場規模

0

525

1,050

1,575

2,100

2014年 2015年 2016年見込 2017年予測 … 2020年予測

（単位：億円）

出典：株式会社野村総合研究所「2021年度までのICT・メディア市場の規模と 
　　　トレンドを展望～ネットとリアルが融合する中で新たなしくみが出現～」
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事業の強み3



　　競争力の源泉
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３つの競争力の源泉により、高利益率、開発の柔軟性、 
高いマーケットシェアを実現していると考えております。

　 事業の強み

垂直統合１

小ロット生産2

知的財産権3



製品・システムイメージ
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ターミナル及びソフトウェアを柔軟に開発することができるため、 
顧客にとって望ましいスペックの製品を低コストで一気通貫で提供しております。

　　① 垂直統合

スイッチのオンオフのように、不要な機能を外すことができます。

A機能

B機能 
（非付加価値）

C機能

D機能

E機能 
（非付加価値）

F機能

汎用品

A機能

B機能 
（非付加価値）

C機能

D機能

E機能 
（非付加価値）

F機能

トランザス製品

顧客にとって 
本当に価値のある 
機能のみの提供を 
可能としています。

製品提供価格の構成イメージ

同じ利益を獲得する場合でも低価格で提供することができます。

利益

品質管理コスト

利益

ソフトウェアの 
開発コスト

利益

端末の設計・ 
製造コスト

水平統合型

｀
メ
　
カ
　
で
の

ー
ー

追
加
コ
ス
ト

｀

｀

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
会
社

の
提
示
価
格

O
D
M
メ
　
カ
　

ー
ー

の
提
示
価
格

利益

品質管理・ 

ソフトウェアの開発・ 

端末の設計・ 

部品選定コスト

利益

端末製造コスト

トランザス

｀

｀

ト
ラ
ン
ザ
ス
社
内
コ
ス
ト

海
外
E
M
S

の
提
示
価
格

製造以外を自社で実施し、 
中間マージンを排除

　 事業の強み
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垂直統合により低コストでの開発・製造を実現することで、 
小ロット生産にも対応することが可能です。

　　②小ロット生産

・製品開発に必要な各Protocolスタック＆ドライ
バーを多く保有しており、短期間・少人数での
開発を実現しております。 

・製品の設計段階から製品開発に加わり、部品レ
ベルでのコスト削減を行った上で、製造委託を
実施しているため、低製造コストを実現してお
ります。

製造・開発コスト

生産量

一般的な 
製造・開発コスト

トランザスの 
開発・製造コスト

小ロットの注文にも対応しております

　 事業の強み
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自社開発のファームウェアやミドルウェアの知的財産権の多くは当社で保持しており、 
それらを組み合わせることで様々な端末の開発が可能です。

　　③知的財産権

製品のファームウェアやミドルウェアと
いったソフトウェアのモジュール群はジ
グソーパズルのように当社に蓄積されて
おります。 

開発プロジェクトを実施した数だけ、モ
ジュール群が蓄積されるため、より早く
安定したソフトウェアの開発が可能となっ
ております。

モジュール群イメージ

ウエアラブルデバイス完成 デジタルサイネージ用システム完成
IOTゲートウェイ完成 
（STBの機能変型版） IP放送STB完成

　 事業の強み
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成長シナリオ4
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機能特化型のコンピュータ（単機能コンピュータ）であるSTBや 
ウェアラブルデバイスの提供分野を拡大させてまいります。

　 成長シナリオ

現在過去 将来

映像配信用の機器としてのSTBではなく、 
機能特化型コンピュータとしてのSTB

ウェアラブルコンピュータとしての 
ウェアラブルデバイス

コ 
ン 
ピ 
ュ 
　 
タ 
の 
置 
き 
換 
え 
市 
場

ー

カメラ制御・監視市場

IOTゲートウェイ市場

教育市場

VOD・IP放送サービス市場

配送利用端末

病院利用端末

レストランオーダー端末

Industry4.0推進端末

倉庫入出荷管理業務用端末

＊）Industry4.0：製造業とIoTやクラウド等のITの融合で起こす産業革命
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IoTが進むにつれて、専用の機能や動作が求められるコンピュータが 
必要になると考えられ、当社の強みが発揮できると考えられます。

ネットワーク接続機器数の予測

出典：総務省「平成27年度　情報通信白書」

　　IoTへの取り組み　 成長シナリオ

0

35

70

105

140

一般消費者向け 産業分野 自動車分野

2014年 2020年

（単位：億個）

IoTビジネスの課題

・IoTに必要となる要件は、産業別、顧客別に異なり、専用動作
が求められる 

・要件が異なるため小ロット、小規模となりやすい 

・消費者向けは消極的利用にもなりやすいため、顧客単価が低い

・小ロットであっても低コストでの開発・製造が可能 

・機能特化型のターミナルを既に保有 

・保有するソフトウェアの著作権は、汎用性が高い
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パートナーであるVARが自社のマーケット向けに、ウェアラブルデバイスを 
カスタマイズできるようにCloud SDKをVARに提供してまいります。

　　Cloud SDKを利用したサービス拡大戦略　 成長シナリオ

ハードウェア アプリケーション開発環境

アプリケーションを搭載してい
ない、プラットフォームとして
の端末であるため、用途に応
じてアプリケーションを開発し、
インストールすることで、用途
を限定しない利用が見込めます。

VARが自由にカスタマイズでき
るようにSDKを提供します。

工場向けウェアラブル

倉庫向けウェアラブル

配送業者向けウェアラブル

VAR

工場向けソリューション 
提供業者

VAR

倉庫向けソリューション 
提供業者

VAR

運送業向けソリューション 
提供業者

端末管理・ 
メンテナンス　　　　　　

ログイン開発
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　　業績予想（売上高推移）　 成長シナリオ

0

350,000

700,000

1,050,000

1,400,000

1,252,002

221,680

1,051,6541,028,122

791,801

530,244
469,343

2013年１月期 2014年１月期 2015年１月期 2016年１月期 2017年１月期 2018年１月期 
第１四半期

2018年１月期 
通期（予想）

（単位：千円）

1,252,002
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　　業績予想（経常利益・経常利益率推移）　 成長シナリオ

2013年１月期 2014年１月期 2015年１月期 2016年１月期 2017年１月期 2018年１月期 
第１四半期

2018年１月期 
通期（予想）

（単位：千円）
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184,484
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7.0%7.0%
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17.5%
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19.4%
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安定したIT業務支援サービスを基盤に、市場が拡大しつつある 
IoTソリューションサービスの事業拡大を目指します。

　　業績推移イメージ　 成長シナリオ

2018年１月期 2019年１月期以降

ＩＴ業務支援サービス

IoTソリューションサービス 
（既存ターミナル）

IoTソリューションサービス 
（ウェアラブルデバイスの展開）



・本資料には、当社に関連する見通し、将来に関する計画、経営目標等が記載されております。これらの
将来の見通しに関する記述は、将来の事象や動向に関する現時点での仮定に基づくものであり、当該
仮定が必ずしも正確であるという保証はありません。様々な要因により実際の業績が本資料の記載と
著しく異なる可能性があります。 

  
・別段の記載がない限り、本資料に記載されている財務データは日本において一般に認められている会計
原則に従って表示されております。 
  
・当社は、将来の事象などの発生にかかわらず、既に行っております今後の見通しに関する発表等につき、
開示規則により求められる場合を除き、必ずしも修正するとは限りません。 
  
・当社以外の会社に関する情報は、一般に公知の情報に依拠しております。 
  
・なお、本資料のいかなる部分も一切の権利は当社に属しており、電子的または機械的な方法を問わず、
いかなる目的であれ、無断で複製または転送等を行わないようにお願いいたします。
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　 本資料の取扱いについて


